
東京都障害者ピアサポート研修 基礎研修概要

伝えたいこと 講義の構成

多
様
な
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
活
用

 障害福祉サービス事業所等におけるピアサポート活動（例）

３２

７ 障害福祉サービスの基礎と実際

出所：「都道府県、政令市を対象とした障害者ピアサポート研修の実施に関する説明会」資料（令和３年６月11日）
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東京都障害者ピアサポート研修 基礎研修概要

【演習④】８ 障害福祉サービスの基礎と実際の振り返り、気付きの共有

獲得目標
●障害福祉施策の歴史や障害福祉施策の仕組みを学ぶことで、ピアサポーター
が雇用される障害福祉サービスの歴史や現状、その枠組みなどを理解する。

設問

 福祉サービスにおいて、ピアサポートがどのように活用されるのか、話し
合ってみましょう

ファシリ
の留意点

⇒委員会にて、意見交換

３３
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９ ピアサポートの専門性

獲得目標
●ピアサポートの具体的な専門性や倫理と守秘義務を学ぶことで、ピ
アサポートの専門性を理解する。

３４

時間 ３０分

出所：平成30年度 厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業（身体・知的分野））
障害者ピアサポートの専門性を高めるための研修に関する研究 基礎研修テキスト（第３版）2019年 ３月
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伝えたいこと 講義の構成

わ
た
し
た
ち
の
大
切
な
強
み

 障害があると、壁ができて自信がなくなる
 ピアサポートの強みは、同じような生きづらさの経験があるからこそ、
大きなサポートができること
 壁を感じさせない
 壁を作らない

 主役は相手
 まずは話を聞いて、焦らないで少しずつ関係を作りましょう

 わたしたちの強みのもと
 気持ちが分かる

⇒相手が安心できる
 障害や病気ではなく、人として相手を見る

⇒可能性を話し合うことができ、相手が希望を持つ助けになる
 リカバリーしてきた/障害と共に生きてきた人生を見せられる

⇒生きているお手本になれる
 生きてきた経験を活かす

 生きてきた経験を相手に話すこと
 個々の強み・良さ・得意なことの引き出し方

⇒ピアサポートの専門性を有効に発揮し続けるために、その基盤となるものを
醸成していくには、どのようなことが必要でしょうか？（講義内容に深みを増
すため）
⇒障害領域ごとに、表現等に違和感はないでしょうか？ ３５

９ ピアサポートの専門性

令和３年１０月１４日第２回東京都障害者ピアサポート研修カリキュラム検討委員会資料４



東京都障害者ピアサポート研修 基礎研修概要

伝えたいこと 講義の構成

倫
理
と
守
秘
義
務

 ピアサポーターの活動をするときに守らなければいけないルールがありま
す。

 まず、「ピアのために活動しなければなりません」
 ピアの情報を、ピアの同意なく、他の人に伝えてはいけません。
 これは、ピアサポーターだけでなく、ピアを支援する人みんなに当てはま
ります。

 ピアから聞いた情報を、他の人に伝えてほしくないか、誰かには伝えてほ
しいか確かめます。

 情報を伝えて良いか、悪いかについての法律もあります。
 倫理規定は雇用先となる、各法人や事業所などで、規定されていますので、
上記は例示になります

３６

９ ピアサポートの専門性
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【演習④】１０ ピアサポートの専門性の振り返り、気付きの共有

獲得目標
●ピアサポートの具体的な専門性や倫理と守秘義務を学ぶことで、ピアサポー
トの専門性を理解する。

設問

 ピアサポーターの大切な強みについて、どう思いますか
 ピアサポーターと専門職がいっしょにサポートすることについてどう思い

ますか

ファシリ
の留意点

⇒委員会にて、意見交換

３７
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